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令和８年３月31日発行

　
仏
教
を
開
い
た
お
釈
迦
さ
ま
に

は
、
「
阿
羅
漢
」
と
呼
ば
れ
る
多
く

の
仏
弟
子
が
い
ま
す
。
悟
り
を
開
い

た
尊
敬
に
値
す
る
聖
者
た
ち
で
、
古

代
イ
ン
ド
で
信
仰
が
生
ま

れ
ま
し
た
。
 

　
埼
玉
県
川
越
市
の
名
刹

「
喜
多
院
」
の
境
内
の
一
角

に
は
、
江
戸
中
期
に
造
ら
れ

た
五
百
種
の
羅
漢
群
が
所

狭
し
と
、
多
種
多
彩
な
姿
態

や
顔
容
で
並
ん
で
お
り
、
観

る
者
を
圧
倒
し
ま
す
。
 

　
羅
漢
群
は
、
人
間
の
表
情

や
所
作
の
全
て
を
網
羅
し

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。
 

　
成
す
べ
き
こ
と
を
終
え

て
、
悟
り
を
得
た
者
た
ち
の
、

達
観
し
た
表
情
や
姿
は
、
そ

れ
ぞ
れ
に
外
連
味
な
く
奥

深
い
。
文
化
は
人
々
に
楽
し

さ
や
、
感
動
を
与
え
精
神
的

な
安
ら
ぎ
や
生
き
る
喜
び

を
も
た
ら
し
、
人
生
を
豊
か
に
し
、
温

か
な
人
間
性
を
涵
養
す
る
と
言
わ
れ

ま
す
。
羅
漢
た
ち
の
人
間
臭
い
表
情

を
観
る
と
、
文
化
の
根
源
と
羅
漢
信

仰
の
教
義
は
繋
が
っ
て
い
る
よ
う
に

思
え
ま
す
。
 

　
私
の
住
む
地
区
で
は
、
毎
年
秋
に

「
文
化
作
品
展
」
が
行
わ
れ
ま
す
。
絵

画
や
写
真
、
手
芸
、
陶
芸
、

彫
刻
な
ど
の
展
示
の
他
、

地
域
性
を
考
え
た
関
心
や

興
味
を
引
く
コ
ー
ナ
ー
を

設
け
て
い
ま
す
。
 

　
昨
秋
の
展
示
会
で
は
町

内
の
美
術
家
に
依
頼
し
、

特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
平

安
時
代
に
公
家
の
間
で
流

行
し
た
「
貝
合
わ
せ
」
の
遊

び
を
行
い
ま
し
た
。
 

　
艶
や
か
な
色
使
い
、
貝

殻
の
曲
形
や
輝
き
、
未
知

の
体
験
に
参
加
者
の
歓
喜

の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

文
化
の
集
い
と
い
う
小
さ

な
一
石
が
渦
と
な
り
波
紋

を
広
げ
る
様
に
妙
味
を
感

じ
ま
す
。
 

　
地
域
の
結
束
や
繁
栄
、
異
世
代
間

の
交
流
。
文
化
を
柱
と
し
た
試
み
の

継
承
は
、
大
き
な
副
産
物
を
も
た
ら

し
て
く
れ
ま
す
。

聖者に繋がる文化
沼田市文化協会会長　金　井　竹　德

題字　池 田 翠 雲

回 覧第32号

発行責任者
沼田市文化協会 
会長 金  井  竹  德

沼田市下之町888 
沼田市教育委員会 
生涯学習課内 
（23）２１１１

事　務　局



2

令和８年３月31日発行

　
文
化
庁
地
域
文
化
賞
は
、
全
国
に

お
い
て
芸
術
文
化
の
振
興
等
に
功
績

の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
を
文
部
科

学
大
臣
が
表
彰
す
る
も
の
で
あ
る
。
 

　
坂
東
（
岡
嶋
）
氏
は
、
長
年
に
わ

た
り
、
日
本
舞
踊
家
と
し
て
優
れ
た

活
動
を
行
い
、
地
域
文
化
の
振
興
に

貢
献
し
普
及
発
展
に
尽
力
し
て
い

る
。
 

          　
群
馬
県
文
化
賞
（
文
化
功
労
賞
）

は
、
長
年
の
文
化
活
動
に
お
い
て
優

れ
た
成
果
を
挙
げ
、
県
の
文
化
振
興

に
顕
著
な
功
績
の
あ
っ
た
方
に
授
与

さ
れ
る
。
 

　
桑
原
氏
は
、
長
年
、
茶
道
を
通
じ

て
、
文
化
活
動
の
発
展
・
振
興
に
多

大
な
貢
献
を
し
て
き
た
。
現
在
は
沼

田
茶
道
会
会
長
、
沼
田
市
文
化
協
会

副
会
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。

川
かわ

田
だ

幸
ゆき

夫
お

氏

沼田書道協会

令
和
七
年
度
 

沼
田
市
社
会
教
育
功
労
賞

令
和
七
年
度
 

文
化
庁
地
域
文
化
賞

　
沼
田
書
道
協
会
に
入
会
以
来
、
監

事
、
常
任
理
事
、
会
計
等
を
歴
任

し
、
十
数
年
に
渡
り
協
会
の
事
業
推

進
に
尽
力
し
て
い
る
。
毎
日
書
道

展
、
創
玄
書
道
展
、
日
展
等
の
中
央

展
に
も
参
加
し
、
書
道
技
術
の
研
鑽

に
努
め
る
と
と
も
に
、
後
進
の
指
導

に
も
あ
た
り
、
地
域
に
お
け
る
書
道

文
化
の
振
興
発
展
に
寄
与
し
て
い

る
。
 

　
昭
和
五
十
二
年
の
白
沢
村
将
棋
ク

ラ
ブ
設
立
当
初
か
ら
長
き
に
わ
た
り

活
動
を
続
け
、
中
学
校
文
化
祭
で
体

験
学
習
の
講
師
を
務
め
る
な
ど
、
地

域
の
文
化
活
動
に
献
身
的
な
活
躍
を

し
て
い
る
。
平
成
二
十
六
年
に
は
沼

田
市
文
化
協
会
白
沢
支
部
長
に
就
任

し
、
文
化
祭
や
芸
能
祭
を
は
じ
め
地

域
の
文
化
振
興
に
貢
献
し
て
い
る
。
 

　
平
成
十
一
年
度
に
音
楽
協
会
会
計

に
就
任
し
て
以
来
、
運
営
に
力
を
尽

く
し
、
社
会
教
育
の
普
及
・
振
興
及

び
音
楽
文
化
の
発
展
に
多
大
な
る
貢

献
を
し
て
き
た
。
特
に
令
和
六
年
度

の
市
民
音
楽
祭
で
は
、
市
内
中
学
校

五
校
の
吹
奏
楽
部
の
出
演
を
計
画

し
、
関
係
団
体
と
の
連
絡
や
調
整
を

積
み
重
ね
、
見
事
に
実
現
さ
せ
た
。
 

　
幼
少
期
よ
り
お
囃
子
に
親
し
み
、

上
之
町
祭
吉
連
の
立
ち
上
げ
に
努
め

た
。
全
関
東
祭
囃
子
コ
ン
ク
ー
ル
に

て
優
秀
な
成
績
を
収
め
、
昭
和
五
十

四
年
沼
田
祇
園
囃
子
保
存
会
連
合
会

創
立
に
向
け
て
尽
力
し
た
。
ド
イ

ツ
・
フ
ュ
ッ
セ
ン
市
で
の
お
囃
子
披

露
や
後
進
の
育
成
等
、
地
域
文
化
の

活
性
化
に
多
大
に
貢
献
し
て
い
る
。

桒
くわ

原
ばら

光
みつ

雄
お

氏

白  沢  支  部

山
やま

田
だ

英
えい

子
こ

氏

沼田市音楽協会

割
わり

田
た

保
やす

之
ゆき

氏

沼田祇園囃子保存会連合会

桑
くわ

原
ばら

久
ひさ

男
お

氏

沼田茶道会

令
和
七
年
度
 

群
馬
県
文
化
賞
 

　
　
（
文
化
功
労
賞
）

　この冊子は文化協会だより「ききょう」のダイジェスト

版です。文化協会の詳しい活動内容については生涯学習課

市民文化推進係にお問い合わせください。（☎23－2111）

坂
ばん

東
どう

富
と

三
み

輔
すけ

氏

（岡 
おか 

嶋
じま

   稜 
りょう 

子
こ

）
沼田市邦楽協会
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昭
和
六
十
年
沼
田
茶
道
会
に
入

会
、
理
事
、
本
部
役
員
、
副
会
長
を

経
て
、
令
和
四
年
よ
り
会
長
に
就
任

し
会
の
運
営
に
中
心
的
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
県
内
数
多
く
の
茶
会
に
呈

茶
し
、
地
域
の
文
化
活
動
に
多
大
に

貢
献
し
て
い
る
。
現
在
は
沼
田
市
文

化
協
会
副
会
長
と
し
て
会
の
運
営
に

も
尽
力
し
て
い
る
。
 

       　
平
成
七
年
か
ら
会
の
理
事
、
令
和

二
年
か
ら
副
会
長
と
し
て
、
沼
田
盆

栽
愛
好
会
の
中
心
的
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
。
自
ら
盆
栽
技
術
の
向
上

や
研
究
に
努
め
、
会
員
へ
の
技
術
指

導
や
会
の
運
営
発
展
に
貢
献
し
、
積

極
的
に
諸
行
事
の
推
進
を
図
っ
て
き

た
。
地
域
の
盆
栽
文
化
の
普
及
と
発

展
に
寄
与
し
て
い
る
。
 

       　
平
成
十
四
年
に
市
内
小
学
校
等
で

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
、
二
年

後
、
日
本
絵
手
紙
協
会
で
指
導
資
格

を
取
得
し
活
躍
し
て
い
る
。
絵
手
紙

ク
ラ
ブ
の
代
表
と
し
て
中
心
的
な
役

割
を
果
た
す
と
と
も
に
、
自
宅
で
絵

手
紙
教
室
を
開
催
す
る
等
、
幅
広
い

豊
か
な
技
量
を
発
揮
し
、
地
域
文
化

の
発
展
の
た
め
に
尽
く
し
て
い
る
。
 

       　
昭
和
五
十
五
年
に
入
会
以
来
、
宗

家
の
故
岸
大
洞
先
生
の
指
導
の
下
、

現
在
に
至
る
。
邦
楽
協
会
、
沼
田
市

文
化
祭
、
郷
土
芸
能
祭
、
群
馬
県
吟

剣
詩
舞
道
総
連
盟
等
で
活
躍
し
て
い

る
。
八
月
に
沼
田
高
校
の
生
徒
が
全

国
高
等
学
校
文
化
祭
に
出
場
す
る
な

ど
、
幼
少
年
の
指
導
者
と
し
て
も
文

化
振
興
に
多
大
な
る
貢
献
を
し
て
い

る
。
 

       　
三
十
一
年
間
に
わ
た
り
読
み
聞
か

せ
の
会
の
活
動
に
取
り
組
み
、
平
成

十
二
年
を
は
じ
め
と
し
て
六
回
会
長

を
務
め
て
き
た
。
読
み
聞
か
せ
の
楽

し
さ
を
広
め
る
た
め
、
技
術
の
伝
達

や
活
動
の
場
の
設
定
等
、
常
に
自
己

研
鑽
を
積
ん
で
き
て
い
る
。
幅
広
い

年
代
に
向
け
た
地
域
の
読
み
聞
か
せ

活
動
の
普
及
に
多
大
に
寄
与
し
て
い

る
。
 

 

      　
師
範
取
得
後
、
華
道
教
室
を
開

き
、
多
く
の
門
弟
を
輩
出
し
て
い

る
。
家
元
研
修
や
京
都
・
東
京
花
展

に
も
出
瓶
し
、
常
に
自
己
研
鑽
に
努

め
、
後
輩
の
育
成
に
も
寄
与
し
て
い

る
。
令
和
三
年
か
ら
五
年
ま
で
利
根

沼
田
華
道
会
会
長
と
し
て
、
中
心
的

役
割
を
担
い
、
華
道
繁
栄
の
た
め
尽

力
し
、
文
化
発
展
に
大
き
く
貢
献
し

て
き
た
。
 

       　
平
成
十
八
年
に
尾
合
八
木
節
保
存

会
に
加
入
以
来
、
事
務
局
と
し
て
白

沢
芸
能
祭
等
の
様
々
な
団
体
活
動
の

運
営
に
尽
力
さ
れ
て
い
る
。
平
成
三

十
年
に
沼
田
市
文
化
協
会
白
沢
支
部

長
に
就
任
し
、
現
在
も
顧
問
と
し
て

活
躍
し
て
い
る
。
文
化
祭
・
芸
能
祭

を
は
じ
め
と
し
た
地
域
の
文
化
振
興

へ
の
功
績
は
多
大
で
あ
る
。

桑
くわ

原
ばら

久
ひさ

男
お

氏

沼田茶道会

桑
くわ

原
ばら

秀
ひで

行
ゆき

氏

沼田盆栽愛好会

須
す

藤
とう

キミ子
こ

氏

大洞流沼田吟詠会

中
なか

村
むら

サト子
こ

氏

利根沼田華道会

柳 澤
やなぎさわ

逸
いつ

男
お

氏

白沢支部尾合八木節保存会

田
た

村
むら

恵
けい

子
こ

氏

沼田読み聞かせの会

霜
しも

垣
がき

ユミ子
こ

氏

絵手紙クラブ　夢の会

令
和
七
年
度
 

沼
田
市
文
化
協
会
文
化
功
労
賞
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沼
田
市
文
化
祭

第
七
十
一
回

　
沼
田
市
文
化
祭
は
十
一
月
一
〜
三

日
を
中
心
に
、
主
会
場
を
利
根
沼
田

文
化
会
館
と
し
て
、
二
十
九
団
体
が

参
加
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

　
先
行
し
て
十
月
二
十
六
日
に
「
邦

楽
舞
踊
発
表
会
」
二
十
七
日
か
ら

「
利
根
沼
田
菊
花
大
会
」
（
沼
田
公

園
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
一
日
に
は
、大
ホ
ー
ル
に
て
オ
ー
プ

ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
文
化

祭
が
盛
大
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
 

　
展
示
部
門
で
は
、
美
術
、
書
道
、

華
道
、
短
歌
、
川
柳
、
絵
手
紙
、
玉

原
の
自
然
、
盆
栽
（
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
会
場
も
あ
り
）
の
展
示
、
さ
ら

に
茶
席
、
香
席
、
読
み
聞
か
せ
、
将

棋
体
験
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

　
舞
台
部
門
で
は
、
一
日
、
二
日
に

歌
謡
、
吟
詠
、
多
彩
な
舞
踊
等
十
団

体
の
ス
テ
ー
ジ
発
表
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
一
日
に
は
、
伝
統
芸
能
発
表

会
が
同
時
開
催
さ
れ
、
祇
園
囃
子
、

日
本
舞
踊
、
人
形
芝
居
、
和
太
鼓
、

の
発
表
で
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

　
三
日
に
は
、
沼
田
市
民
音
楽
祭
も

開
催
さ
れ
、
昨
年
度
か
ら
の
中
学
生

の
吹
奏
楽
参
加
も
あ
り
、「
沼
田
の

歌
」
の
演
奏
で
ス
タ
ー
ト
し
、
素
晴

ら
し
い
歌
や
演
奏
が
披
露
さ
れ
ま

し
た
。
三
日
に
歴
史
散
歩
、
二
十
二

日
に
読
み
聞
か
せ
の
会
の
講
演
会

も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

　
今
年
度
は
、
主
会
場
を
文
化
会
館

に
ま
と
め
た
こ
と
も
あ
り
、
来
場
者

も
増
え
ま
し
た
。
会
員
各
自
が
日
常
、

研
鑽
に
励
む
成
果
が
存
分
に
発
揮
さ

れ
、
充
実
し
た
文
化
祭
と
な
り
ま

し
た
。
(事
務
局
)

令和８年３月31日発行

伝統芸能発表会

邦楽舞踊発表会

沼田公園

保健福祉センター

沼田市民音楽祭

オープニングセレモニー

利根沼田文化会館大ホール

文化会館事務室棟 文化会館事務室棟
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◆
白
沢
支
部

◆
利
根
支
部

　
令
和
七
年
度
は
、
文
化
活
動
を
通
じ
て

「
地
域
を
ダ
メ
に
し
な
い
」
を
合
言
葉
に
し

て
、
十
八
団
体
・
会
員
二
百
三
十
五
人
の
現

在
、
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
を
増
や
す
こ
と

に
努
め
ま
し
た
。
 

　
ま
ず
昨
年
で
き
な
か
っ
た
研
修
旅
行
を
七

月
三
十
一
日（
木
）に
東
毛
地
区
を
中
心
に
開

催
し
ま
し
た
。
 

　
第
五
十
五
回
と
な
る
白
沢
町
文
化
祭
を
十

一
月
一
日
（
土
）
〜
二
日
（
日
）
に
、
白
沢
小
・

中
学
校
及
び
白
沢
保
育
園
福
祉
作
業
所
・
し

ら
さ
わ
み
ら
い
会
の
参
加
を
い
た
だ
き
賑
や

か
に
開
催
で
き
ま
し
た
。
 

　
沼
田
・
利
根
地
区
の
小
・
中
学
生
に
よ
る

詩
や
作
文
を
通
じ
「
地
域
を
愛
す
る
心
」
と

「
文
化
の
芽
」
を
育
む
こ
と
を
目
的
に
し
た

「
ふ
る
さ
と
文
学
賞
」
の
協
力
団
体
と
し
て
、

こ
の
一
月
二
十
四
日（
土
）に
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
 

　
そ
し
て
、
三
月
八
日
（
日
）
に
は
第
四
十
三

回
芸
能
祭
と
同
時
に
、
町
独
自
の
文
化
功
労

賞
の
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　
利
根
支
部
で
は
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
」

「
利
根
町
文
化
祭
」「
利
根
町
芸
能
祭
」
を
支
部

の
三
大
事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

　
沼
田
市
の
魅
力
を
発
信
し
、
俳
句
文
化
の
振
興

を
図
る
「
全
国
ふ
き
わ
れ
俳
句
大
会
」
は
、
今
年
で

三
十
五
回
目
と
な
り
、
一
般
の
部
か
ら
三
百
六
十

四
句
、
小
学
生
・
中
学
生
の
部
か
ら
三
千
八
百
五

十
八
句
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。
一
般
の
部
の
特

選
・
特
別
賞（
沼
田
市
長
賞
）の
受
賞
者
は
次
の
と

お
り
で
し
た
。
 

特
選
 

回
想
の
 

　
　
泪
一
滴
 

　
　
　
　
　
滝
が
う
が
う
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
関
口
　
幹
雄
 

       特
別
賞
（
沼
田
市
長
賞
）
 

足
元
に
 

　
　
滝
の
音
風
に
 

　
　
　
　
　
　
　
な
る
私
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
本
　
　
恵
 

       　
十
一
月
十
五
日
、十
六
日
に「
利
根
町
文
化
祭
」及

び
「
利
根
町
芸
能
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
文

化
祭
と
芸
能
祭
の
同
時
開
催
は
初
め
て
の
試
み
で

し
た
が
、
多
く
の
方
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

第32号 支部より

令和６年度ふるさと文学賞表彰式より 研修旅行

白沢町文化功労賞受賞者 白沢町芸能祭

　「
利
根
町
文
化
祭
」
は
日
頃
の
成
果
を
発
表
す
る

場
所
と
し
て
、文
化
協
会
利
根
支
部
加
盟
団
体
、児

童
・
生
徒
の
作
品
等
、
多
く
の
方
の
作
品
が
展
示

さ
れ
ま
し
た
。
 

　「
利
根
町
芸
能
祭
」
は
、
約
六
年
ぶ
り
の
開
催
と

な
り
ま
し
た
。
利
根
支
部
加
盟
団
体
と
し
て
は
追

貝
八
木
節
保
存
会
が
出
演
し
、
一
般
で
は
追
貝
獅

子
舞
保
存
会
、
ハ
ナ
フ
ラ
メ
ン
コ
ス
タ
ジ
オ
、

M
isaki（
ギ
タ
ー
弾
き
語
り
）に
ご
出
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
 

　
同
日
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
十
五
日
に
は
、
外
部

講
師
を
お
招
き
し
て
寄
せ
植
え
と
消
し
ゴ
ム
は
ん

こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、輪
投
げ
大
会
、モ
ル
ッ
ク

大
会
及
び
市
社
会
福
祉
協
議
会
利
根
支
部
に
よ
る

ズ
ッ
と
ね
ち
ゃ
ん
（
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
）

表
彰
式
＆
お
菓
子
ガ
チ
ャ
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
六
日
に
は
地
域
づ
く
り
協
議
会
に
よ
る
「
寄
席
」

及
び
み
ん
な
ん
ち
園
原
に
よ
る
お
で
ん
配
布
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
両
日

な
ぞ
と
き
抽

選
会
及
び
地

域
づ
く
り
協

議
会
に
よ
る

フ
ォ
ト
コ
ン

テ
ス
ト
の
結

果
発
表
も
行

わ
れ
ま
し
た
。

多
く
の
イ
ベ

ン
ト
と
同
時

開
催
す
る
こ

と
で
、
よ
り

多
く
の
方
に

ご
来
場
い
た

だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

芸能祭（追貝八木節保存会） 利根町　文化祭
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沼田市文化協会加盟団体一覧

金
井
　
竹
德
 

岡
嶋
　
稜
子
 

伊
藤
　
重
雄
 

石
原
　
久
美
 

桑
原
　
久
男
 

池
田
　
進
一
 

伊
藤
　
重
雄
（
兼
務
）
 

加
藤
　
水
絵
 

櫛
渕
　
光
彦
 

長
田
　
　
清
 

小
林
　
定
雄
 

堀
江
百
合
子

令
和
７
年
度
本
部
役
員

会
　
　
長
 

副

会

長
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

事
務
局
長
 

事
務
局
次
長
 

顧

問
 

監

査
 

〃
 

〃

団　　体　　名部会名 代 表 者 名

利 根 沼 田 美 術 協 会 

沼 田 書 道 協 会 

沼 田 市 音 楽 協 会 

沼 田 カ ラ オ ケ 連 合 会 

沼 田 つ く し の 会 

上 州 沼 田 天 狗 の 里 面 友 会 

繭  の  絆 

谷 間 の ゆ り フ ラ シ ス タ ー ズ 

沼 田 祇 園 囃 子 保 存 会 連 合 会 

沼 須 人 形 芝 居 あ け ぼ の 座 

沼 田 市 邦 楽 協 会 

大 洞 流 沼 田 吟 詠 会 

沼 田 茶 道 会 

利 根 沼 田 華 道 会 

利 根 沼 田 短 歌 会 

利 根 沼 田 川 柳 愛 好 会 

沼 田 盆 栽 愛 好 会 

利 根 沼 田 菊 花 会 

沼 田 盆 苦 楽 会 

日 本 将 棋 連 盟 沼 田 支 部 

沼 田 香 道 会 

絵 手 紙 ク ラ ブ （ 夢 の 会 ） 

沼 田 写 真 文 化 連 盟 

沼 田 読 み 聞 か せ の 会 

利 根 沼 田 歴 史 散 歩 の 会 

長田　　清  

小池　龍実  

山田　英子  

小林　定雄  

山田　和子  

田島　　護  

星野千寿子  

石原　久美

大竹　繁生  

金井　竹德  

岡嶋　稜子  

小林　映子  

桑原　久男  

堀江百合子  

田島智恵子  

大竹　　満  

石井　光治  

生方　弥壱  

高山　良雄  

高山　一男  

中井　香子  

霜垣ユミ子  

原　　明弘  

鈴木　富子  

金井　竹德  

池田　進一  

室井　菊治

白 沢 支 部 

利 根 支 部 

美術部会 

書道部会 

音楽部会 
 

 

舞踊部会 
 

 

古典部会 
 

邦楽部会 
 

茶道部会 

華道部会 

文芸部会 
 

 

盆栽部会 

 

将棋部会 

香道部会 

手工芸部会 

写真部会 

読み聞かせ部会 

歴史部会 

編

集

後

記

　
今
年
度
も
会
員
の
文
化
活
動
が
活
発
に
展
開
さ

れ
、
活
動
の
報
告
で
あ
る
「
き
き
ょ
う
」
が
発
刊

で
き
る
こ
と
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

　
こ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
が
あ
り
、
一
時
は
集
会
や
イ

ベ
ン
ト
の
開
催
な
ど
が
制
限
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
の
状

態
が
続
け
ば
、
文
化
的
な
活
動
が
継
続
で
き
な
く
な

る
と
か
、
伝
承
さ
れ
る
べ
き
芸
能
や
技
能
が
継
承
で

き
な
く
な
る
よ
う
な
こ
と
ま
で
も
心
配
さ
れ
ま
し

た
が
、
世
界
各
国
が
早
急
に
ワ
ク
チ
ン
を
開
発
し
た

こ
と
な
ど
で
、
今
で
は
一
般
的
な
病
気
に
な
り
、
心

配
さ
れ
た
事
態
は
避
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
し

か
し
な
が
ら
、
こ
の
数
年
の
間
に
コ
ロ
ナ
禍
を
契
機

と
し
て
、
沢
山
の
文
化
活
動
団
体
が
解
散
し
、
消
滅

し
た
こ
と
も
事
実
で
あ
り
ま
す
。
沼
田
市
も
人
口
減

少
や
高
齢
化
が
進
み
、
文
化
活
動
を
続
け
る
こ
と
が

で
き
な
い
団
体
や
地
域
が
出
て
き
ま
し
た
。
国
の
生

涯
学
習
や
、
生
涯
教
育
の
推
進
の
も
と
、
公
民
館
活

動
を
通
じ
て
、
た
く
さ
ん
の
教
室
や
講
座
が
開
催
さ

れ
、
そ
こ
か
ら
沢
山
の
文
化
活
動
団
体
が
発
足
し
て
、

活
動
を
支
援
す
る
施
設
も
で
き
て
、
大
き
な
文
化
の

う
ね
り
を
創
り
だ
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
し
た
活
動

を
継
続
し
、
次
代
を
担
う
若
者
た
ち
が
定
着
し
て
生

活
で
き
る
街
、
高
齢
者
も
生
き
生
き
と
し
て
、
明
る

く
文
化
的
に
生
活
で
き
る
街
。
県
内
で
も
森
林
文
化

都
市
と
し
て
、
高
い
文
化
度
を
誇
る
沼
田
市
の
文
化

活
動
が
、
今
後
も
継
続
さ
れ
て
い
く
こ
と
の
一
助
に
、

こ
の
冊
子
が
役
立
て
れ
ば
幸
い
で
す
。
 

（
編
集
委
員
長
　
伊
藤
　
重
雄
）

《
編
集
委
員
》

伊
藤
　
重
雄
 

岡
嶋
　
稜
子
 

石
原
　
久
美
 

桑
原
　
久
男
 

池
田
　
進
一
 

加
藤
　
水
絵
 

中
井
　
香
子
 

星
野
千
寿
子
 

髙
橋
　
敬
子
 

金
井
　
竹
德

委

員

長
 

委

　

員
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

〃
 

顧

　

問
 


